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Ⅰ. 環 境 経 営 方 針

１．環境理念

当社は営業活動全般が地球環境、お客様及び当社自身を取り巻く社会環境

全てにおいて改善が図られることを主たる目的としています。そして、ここに

改めて環境経営システムを構築し、確実に運営していく事によって地球環境と

社会活動が持続的に共生していける環境を作り出し、次世代に受け継げるよう

行動して参ります。

２．行動指針
当社が環境経営システムを策定・運営し、また環境関連法規等のコンプライ

アンスを重視し、それと共に環境全般に対する負荷の低減に取り組んで参りま

す。以下①～⑥に掲げた行動指針に基づき確実に実行して参ります。

①二酸化炭素の排出を削減します

節電を励行し、また業務で使用する全車両でエコドライブを心掛け、仕事の効率化

を図ることにより、全車両の走行距離を少なくし二酸化炭素の排出を削減するよう

努力します。

②水の使用量を削減します

当社で行っている業務（車両の洗車、散水作業等）全般を見直し効率化や仕事の手

順などを再確認し水の使用量を削減します。

③グリーン購入の促進

環境に配慮をした商品・サービスを可能な限り利用し、グリーン購入を促進致します。

④機械・車両のメンテナンス

機械・車両等のメンテナンスを確実に実施し、良好な稼働状況を保ち長期に使用

（保有）することで環境負荷の低減（資源の節約）に努めます。

⑤法令遵守

環境関連法令・条例等の法令を把握し遵守に努めます。

⑥研修

この環境方針は全従業員に研修・教育を通して周知し、全従業員が一丸となって

環境負荷低減に努めます。

制定2019年７月１日

中村産業株式会社
代表取締役 中村英生

1



⑴名称及び代表者名

事 業 者 名 中村産業株式会社

役職・代表者名 代表取締役 中村英生

⑵所在地

本社/豊洲支社 〒135-0061 東京都江東区豊洲六丁目６番６

（ 69名 ）

大 田 支 社 〒143-0001 東京都大田区東海三丁目２番

（ 11名 ）

⑶環境管理責任者/EA21担当者及び連絡先

環境管理責任者 中村 健二（ 執行役員 営業戦略担当 ）

E A 2 1 担当者 大塚 洸顧（ 経理 ）

TEL：03-6633-0189 / FAX：03-6633-0889

E-mail：nakamurasanngyou@nifty.com

⑷事業活動

一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬事業、

建物管理・清掃事業、発泡スチロールの再資源化

⑸事務所の規模

□資 本 金 2,000万円

□社 員 数 80 名（本 社） 4 名

（豊洲支社） 65 名

（大田支社） 11 名

□売 上 高 1,608,543（2022年度実績）千円

□法人設立年月日 昭和50年4月10日

□事務所延べ面積 545.3平方メートル

Ⅱ. 事 業 の 概 要
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⑹事業年度

事 業 年 度 ４月１日 – 翌３月３１日

⑺認証/登録の対象活動

認証 / 登録機関 ISO9001

認証 / 審査機関 インターテック株式会社

対 象 事 業 所 □本社/豊洲支社

〒135-0061 東京都江東区豊洲六丁目６番６

□大 田 支 社

〒143-0001 東京都大田区東海三丁目２番

認 証 日 2023年 10月頃に認証取得予定

Ⅱ. 事 業 の 概 要
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⑻一般廃棄物収集運搬業許可の内容

Ⅱ. 事 業 の 概 要

許可自治体
積替
保管

取扱う種類
運搬先

普通ごみ 道路・公園

千代田区 無 〇 〇 清 掃 工 場

中央区 無 〇 清 掃 工 場

港区 無 〇 清 掃 工 場

新宿区 無 〇 清 掃 工 場

文京区 無 〇 清 掃 工 場

台東区 無 〇 清 掃 工 場

墨田区 無 〇 清 掃 工 場

江東区 無 〇 〇 清 掃 工 場

品川区 無 〇 清 掃 工 場

目黒区 無 〇 清 掃 工 場

大田区 無 〇 〇 清掃工場/㈱アルフォ/バイオエナジー㈱

世田谷区 無 〇 清 掃 工 場

渋谷区 無 〇 清 掃 工 場

中野区 無 〇 清 掃 工 場

杉並区 無 〇 清 掃 工 場

豊島区 無 〇 清 掃 工 場

北区 無 〇 清 掃 工 場

荒川区 無 〇 清 掃 工 場

板橋区 無 〇 清 掃 工 場

練馬区 無 〇 清 掃 工 場

足立区 無 〇 清 掃 工 場

葛飾区 無 〇 清 掃 工 場

江戸川区 無 〇 清 掃 工 場

許可号番：第892号
許可有効期限：令和7年7月31日

許可の年月日：令和5年7月27日
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⑼産業廃棄物許可の内容

・産業廃棄物収集運搬業許可証

※許可の年月日、許可有効期限の表記つきましては、許可書記載のとおり

・産業廃棄物収集運搬委託業務に係る受託者の許可品目

※産業廃棄物収集運搬委託業務の内容及び受託者の事業内容より引用

Ⅱ. 事 業 の 概 要

一 覧 表

燃え殻 汚 泥 廃油 廃酸 廃アルカリ
廃プラス

チック類
ゴム
くず

金属
くず

ガラスくず、
コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい がれき類 ばいじん 紙くず 木くず

繊維くず
動植
物性
残さ

動物性固形
不要物

動物の
ふん尿

動物の死体 政令13号物

許可自治体
積替
保管

許可番号 許可の年月日 許可有効期限

東京都 無 第13-00-046708号 令和4年3月28日 令和9年3月27日

神奈川県 無 資循第40560号 令和5年12月20日 令和10年12月19日

埼玉県 無 1100046708号 令和5年12月20日 令和10年12月19日

許可自治体 許 可 品 目

東京都/神奈川県
燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、
紙くず、木くず、繊維くず、動物性残さ

埼玉県
廃プラスチック類、金属くず、
ガラスくず・コンクリートくず(瓦礫を除く)及び陶磁器くず、木くず

◆石綿含む有産業廃棄物を含む旨、水銀使用製品産業廃棄物を含む旨、又は水銀含
有ばいじん等を含む注記がない種類については、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製
品産業廃棄物又は水銀含む有ばいじん等を収集・運搬できない。
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⑽施設等の状況

・廃棄物収集運搬用車両

Ⅱ. 事 業 の 概 要

機械器具名 名称等
台
数

内産業廃棄物登録車

パッカー車 日野 3トン車/４トン車 21 6

アームロール車 ４トン車 3 3

ダンプ車 1.5ｍ深あおりの４トン車 2 3

トラック
(平ボディー)

トヨタ 1.5トン車 1 1

バキューム式
ロードスイーパー

加藤
製作所

３トン車ベース 1 0

トーイング車 トヨタ 3 0

フォークリフト
２トン・ヒンジド
フォークバケット付き

23 0

スイーパー ケルヒャー 搭乗式 1 0

スクラバー
テナント社
ケルヒャー

テナント社：搭乗式T16型
ケルヒャー：搭乗式

5 0

ターレー ニチユ 4 0
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⑾受託した一般/産業廃棄物、その他の運搬実績（単位：ｔ）

Ⅱ. 事 業 の 概 要

7

処理
方法等

廃 棄 物 等 種 類
2021年度

(2021.04-2022.03)
2022年度

(2022.04-2023.03)

収

集

運

搬

一般廃棄物 12,869 13,402

発泡スチロール 1,798 1700

燃え殻

汚泥 28 31

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類 2,378 2,841

ゴムくず

金属くず 115 66

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 10 11

鉱さい

がれき類

ばいじん

紙くず

木くず 1,945 2,132

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

動物のふん尿

動物の死体

産業廃棄物を処分するために処理したもの

石綿含有ばいじん等

水銀使用製品産業廃棄物

収集運搬量合計 19,143 20,183

前 年 比



⑿発泡スチロール再資源化処理フロー図

Ⅱ. 事 業 の 概 要

排出者

各自で持参

各市場
発泡スチロール集積所

回収
中村産業（株）専用車両

各市場発泡スチロール
再資源化処理場

(一社)豊洲市場協会/(一社)大田市場協会の
各施設で中村産業株式会社が業務委託されて
実施している。
①ゴミ等を分別 ②処理機に投入
③破砕処理をする ④溶融処理をする

インゴット作成

専用業者が引き取る
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Ⅲ. 環 境 経 営 組 織 図

代表取締役

環境管理責任者

豊洲市場 大田市場

廃
棄
物
管
理

営

業

部

管
理
部
門

営

業

部

廃
棄
物
管
理
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役 割 責任および権限

代 表

□取り組みの対象組織・活動の明確化
□環境方針の作成、全従業員に周知 □環境活動レポートの承認
□実施体制の構築、環境管理責任者の任命
□代表者による全体の評価と見直し
□経営における課題とチャンスを整理する 他

環境管理責任者

(EA21事務局)

□環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価（事務局）
□環境関連法規の取りまとめ（事務局）
□環境目標及び環境活動計画の策定
□環境コミュニケーションの実施
□取組状況の確認及び問題の是正及び予防
□環境関連文章及び記録の作成・管理（事務局）
□環境活動レポートの作成・公表（事務局）、確認（環境責任者） 他

部門責任者 □教育・訓練の実施 □実施及び運営
□環境上の緊急事態への準備及び対応

全従業員
□環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚し、積極的に参加

□部門責任者の指示に基づいて環境管理活動に取り組む 他



環境経営
目 標

項 目
2022年度

(2022.04-2023.03)
2023年度

(2023.04-2024.03)
2024年度

(2024.04-2025.03)

二
酸
化
炭
素
削
減
に
関
係
す
る
項
目

電力使用量
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

21 kWh 20 kWh 19 kWh

LPG使用量
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

64 kg 63 kg 62 kg

ガソリン使用量
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする
5.5 L 5.4 L 5.3 L

軽油使用量
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

158 L 156 L 155 L

二酸化炭素排出量
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする
285㎏-CO2 280 ㎏-CO2 275 ㎏-CO2

水使用量削減
※売上高当たり(単位/百万円)

以下にする
0.5 m3 0.4 m3 0.4 m3

一般廃棄物排出量
※売上高当たり(単位/百万円)

以下にする
1.4 kg 1.4 kg 1.4 kg

産業廃棄物排出量
※売上高当たり(単位/百万円)

以下にする
0.5 ㎏ 0.5 ㎏ 0.5 ㎏

受託産業廃棄物の収集運搬
における環境配慮

P11参照 P11参照 P11参照

Ⅳ. 環 境 経 営 目 標

※電力排出係数：0.462㎏-CO2／kWh

⑴中長期の環境目標
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環境経営目標 主要な環境経営計画

電力使用量 21 kWh
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

□不必要な照明の停止 □不必要なエアコンの停止
□業務終了時の電源遮断
…具体的には各要員が電気使用量削減手順書(EA-9-01)を遵守する。
責任者（大塚洸顧）は全体としての活動状況を監視/管理する。

LPG使用量 64 kg
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

□走行ルートの適正化 □走行時間の記録・管理
□車検の遵守 □走行時間に基づく保全・整備をする
…具体的には社用車運転要員が社用車運用手順書(EA-9-02)を遵守する。
責任者（中村健二）は全体としての活動状況を監視/管理する。

ガソリン使用量 5.5 L
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

□走行ルートの適正化 □走行距離の記録・管理
□車検の遵守 □走行距離に基づく保全・整備をする
…具体的には社用車運転要員が社用車運用手順書(EA-9-02)を遵守する。
責任者（中村健二）は全体としての活動状況を監視/管理する。

軽油使用量 158 L
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

□走行ルートの適正化 □走行距離の記録・管理
□車検の遵守 □走行距離に基づく保全・整備をする
…具体的には社用車運転要員が社用車運用手順書(EA-9-02)を遵守する。
責任者（中村健二）は全体としての活動状況を監視/管理する。

二酸化炭素排出量
285 ㎏-CO2
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

各要員は電気使用量削減手順書及び社用車運用手順書を遵守しながら日常の本
来業務を実施する。責任者（中村健二）は定期的に上記手順書の運用状況監視
/測定し、運用上の問題あるときは環境管理責任者と協議し是正処置を取る。

水使用量削減 0.5 m3
※売上高当たり

(単位/百万円)以下にする

□トイレ、キッチン等で節水に努める
□洗車の場合、流しっぱなし等の過剰の水道水を使用しない
…具体的には各要員が水使用量削減手順書(EA-9-04)を遵守する。
責任者（大塚洸顧）は全体としての活動状況を監視、管理する。

一般廃棄物排出量
1.4 kg

※売上高当たり
(単位/百万円)以下にする

□廃棄物は所定の方法で計量し、分別排出する
□３R(リデュース、リユース、リサイクル)により廃棄物排出量を削減する
…具体的には各要員が一般廃棄物処理手順書(EA-9-06)を遵守する。
責任者（小此木慎太郎）は全体としての活動状況を監視、管理する。

産業廃棄物排出量
0.5 kg

※売上高当たり
(単位/百万円)以下にする

□廃棄物は所定の方法で計量し、分別排出する
□３R(リデュース、リユース、リサイクル)により廃棄物排出量を削減する
…具体的には各要員が一般廃棄物処理手順書(EA-9-06)を遵守する。
責任者（小此木慎太郎）は全体としての活動状況を監視、管理する。

受託産業廃棄物の
収集運搬における環境配慮

□エコドライブ等運転方法の配慮を励行し、収集運搬車両の燃費向上に努める
□排気ガスや騒音レベルを抑えるため適正な車両整備を行う
□最新の低公害・低燃費車両への代替を進め、低公害車両の比率向上に努める
□収集運搬の効率化を検討する会議を設置する
責任者（中村健二）

Ⅴ. 環 境 経 営 計 画

※化学物質は使用していません

⑴環境経営目標とその主要な環境経営計画

2022年4月-2023年3月の環境目標及び環境経営計画を示す
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Ⅵ. 環 境 実 績

※化学物質は使用していません

⑴環境目標の実績

2022年4月-2023年3月の環境目標及び環境活動計画を示す

12

月
電力 LPG ガソリン 軽油 水 売上

kWh kg L L L (百万円)

4月
数量 7,235 2,837 309.08 8,545.45 50

132
CO2 3,343 8,511 717.07 22,047.26 -

5月
数量 6,681 2,698 294.03 9,131.13 60

134
CO2 3,087 8,094 682.15 23,558.32 -

6月
数量 5,298 2,396 300.31 8,518.53 60

140
CO2 2,448 7,188 696.72 21,977.81 -

7月
数量 5,165 2,736 318.60 9,751.26 59

172
CO2 2,386 8,208 739.15 25,158.25 -

8月
数量 6,196 2,594 143.63 9,127.34 54

161
CO2 2,863 7,782 333.22 23,548.54 -

9月
数量 6,425 2,753 258.80 9,384.63 56

134
CO2 2,968 8,259 600.42 24,212.35 -

10月
数量 5,357 2,867 124.45 8,275.44 55

139
CO2 2,475 8,601 288.72 21,350.64 -

11月
数量 5,030 2,991 262.31 8,275.37 47

134
CO2 2,324 8,973 608.56 21,350.45 -

12月
数量 5,435 3,318 291.22 9,971.63 59

148
CO2 2,511 9,954 675.63 25,726.81 -

1月
数量 6,355 2,997 252.51 8,076.12 55

131
CO2 2,936 8,991 585.82 20,836.39 -

2月
数量 6,484 2,981 170.59 7,458.27 57

117
CO2 2,996 8,943 395.77 19,242.34 -

3月
数量 6,621 2,917 216.11 8,129.53 59

133
CO2 3,059 8,751 501.38 20,974.19 -

年合計 72,282 34,085 2,942 104,645 671 1,675

月平均 6,024 2,840 245 8,720.39 56 140

CO2年合計 33,396 102,255 6,825 269,983 - 412,457



環 境
目 標 項 目

2022年度目標
(2022.04-2023.03)

実 績
(2022.04-2023.03)

評 価

二
酸
化
炭
素
削
減
に
関
係
す
る
項
目

電力使用量 21 kWh /百万円 20 kWh /百万円 〇

LPG使用量 64 ㎏ /百万円 61 ㎏ /百万円 〇

ガソリン使用量 5.5 L /百万円 4.0 L /百万円 〇

軽油使用量 158 L /百万円 161 L /百万円 ✕

二酸化炭素排出量
285㎏-Co2

/百万円
246 Kg-Co2

/百万円
〇

水使用量削減 0.5 m3 /百万円 0.4m3 /百万円 〇

一般廃棄物排出量 1. 4kg /百万円 1.5㎏ /百万円 ✕

産業廃棄物排出量 0.5㎏ /百万円 0.6kg /百万円 ✕

受託産業廃棄物の収集運搬における
環境配慮

P11参照

エコドライブの
励行が浸透し車
輛整備を行った
ため燃費削減で
きた。

〇

Ⅵ. 環 境 実 績

⑵環境目標の実績と評価
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種 類
達成
状況

評 価

二
酸
化
炭
素
削
減
に
関
係
す
る
項
目

電力使用量 〇
事務室（作業員控室）/各現場において、各々が節電を
しっかりと意識をし継続をした結果。目標を達成するこ
とができました。

LPG使用量 〇
各自がそれぞれの車輛においてエコドライブを意識しな
がら、作業の効率化を行うことにより、LPG使用料の目標
を達成することができました。

ガソリン使用量 〇
各自がそれぞれの車輛においてエコドライブを意識しな
がら、作業の効率化を行うことにより、ガソリン使用量
の目標を達成することができました。

軽油使用量 ✕

コロナ過が以前より収束し、業務量が戻りつつある事。
新規の業務の受注により車両を増やしたことで軽油の使
用量が増えてしまいました。今後はエコドライブと作業
ルートの効率化を徹底し、目標に向けて取り組んでいき
ます。

二酸化炭素
排出量

〇

節電の励行と、エコドライブや作業ルートの効率化が社
員一人一人に浸透し行ってきた結果、全体として二酸化
炭素排出量の目標が達成することができました。引き続
き習慣化するよう、努めていきたいと思います。

一般廃棄物排出量 ✕

現在、使用している設備や備品を大切に使用し、買い替
えのタイミングが来ても必要性をよく検討しています。
目標に向けて取り組んでいきます。

産業廃棄物排出量 ✕

現在、使用している設備や備品を大切に使用し、買い替
えのタイミングが来ても必要性をよく検討しています。
目標に向けて取り組んでいきます。

受託産業廃棄物の
収集運搬における

環境配慮

コロナ過が収束してきており業務の量が元に戻りつつあ
ります。更なるエコドライブと作業ルートの効率化を図
り、また、新しく導入する車輛が環境負荷を低減する効
果があるものの導入を積極的に進めていきたい。

Ⅶ．環境活動の取組み結果の評価及び次年度の取組み

⑴対象期間 ： 2022年 4月 – 2023年 3月
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環境経営目標 主要な環境経営計画

電力使用量

□不必要な照明の停止 □不必要なエアコンの停止
□業務終了時の電源遮断
…具体的には各要員が電気使用量削減手順書(EA-9-01)を遵守する。
責任者（大塚洸顧）は全体としての活動状況を監視/管理する。

LPG使用量

□走行ルートの適正化 □走行時間の記録・管理
□車検の遵守 □走行時間に基づく保全・整備をする
…具体的には社用車運転要員が社用車運用手順書(EA-9-02)を遵守する。
責任者（中村健二）は全体としての活動状況を監視/管理する。

ガソリン使用量

□走行ルートの適正化 □走行距離の記録・管理
□車検の遵守 □走行距離に基づく保全・整備をする
…具体的には社用車運転要員が社用車運用手順書(EA-9-02)を遵守する。
責任者（中村健二）は全体としての活動状況を監視/管理する。

軽油使用量

□走行ルートの適正化 □走行距離の記録・管理
□車検の遵守 □走行距離に基づく保全・整備をする
…具体的には社用車運転要員が社用車運用手順書(EA-9-02)を遵守する。
責任者（中村健二）は全体としての活動状況を監視/管理する。

二酸化炭素排出量
各要員は電気使用量削減手順書及び社用車運用手順書を遵守しながら日常の本
来業務を実施する。責任者（中村健二）は定期的に上記手順書の運用状況監視
/測定し、運用上の問題あるときは環境管理責任者と協議し是正処置を取る。

水使用量削減

□トイレ、キッチン等で節水に努める
□洗車の場合、流しっぱなし等の過剰の水道水を使用しない
…具体的には各要員が水使用量削減手順書(EA-9-04)を遵守する。
責任者（大塚洸顧）は全体としての活動状況を監視、管理する。

一般廃棄物排出量

□廃棄物は所定の方法で計量し、分別排出する
□３R(リデュース、リユース、リサイクル)により廃棄物排出量を削減する
…具体的には各要員が一般廃棄物処理手順書(EA-9-06)を遵守する。
責任者（小此木慎太郎）は全体としての活動状況を監視、管理する。

産業廃棄物排出量

□廃棄物は所定の方法で計量し、分別排出する
□３R(リデュース、リユース、リサイクル)により廃棄物排出量を削減する
…具体的には各要員が一般廃棄物処理手順書(EA-9-06)を遵守する。
責任者（小此木慎太郎）は全体としての活動状況を監視、管理する。

受託産業廃棄物の
収集運搬における環境配慮

□エコドライブ等運転方法の配慮を励行し、収集運搬車両の燃費向上に努める
□排気ガスや騒音レベルを抑えるため適正な車両整備を行う
□最新の低公害・低燃費車両への代替を進め、低公害車両の比率向上に努める
□収集運搬の効率化を検討する会議を設置する
責任者（中村健二）

※化学物質は使用していません

⑵次年度の環境経営計画
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確認日：2023年3月

法規制等の名称 該当する要求事項 遵守評価

廃棄物処理法

□産業廃棄物の分類 □マニフェストによる管理
□廃棄物運搬収集 □処理業者との委託契約
□廃棄物保管場所の管理（表示・分別等）
≪許可申請の実施≫一般廃棄物：２年ごと 産業廃棄物：５年ごと
≪マニフェスト記載の徹底≫ 排出日/種類/重量等を確実に記載

≪マニフェストの送付≫
収集運搬後、最終処分場よりの返却後速やかに送付

〇

消 防 法
□危険物保安監督者の選任届出 □消防計画の届出
□防火管理者の選任届出 □危険物の貯蔵
□指定数量の管理 □熱感知器/煙感知器/消火器の管理

〇

道路交通法 □交通事故/交通標識 〇

自転車Nox、PM法 □自動車排ガス中のNox・PMの規制値以下 〇

道路運送車両法 □車検の管理 〇

自動車リサイクル法
(使用済自動車の再資源化に関する法律)

□自動車所有者は買い替え時にリサイクル料を支払う
〇

家電リサイクル法
□特定家電(ユニット型エアコン/ブラウン管式テレビ/冷蔵庫/洗濯機)の
買い替え時に販売店へ引き渡し、料金を支払う

〇

グ リーン 購 入 法 □グリーン調達の励行 〇

下 水 道 法 □廃水の排出/水質汚濁物質の規則値以下 〇

PRTR法 □化学物質の製造/排出/移動量の管理/届出/SDSの保管 〇

フロン排出抑制方

□簡易点検：第1種特定製品は3か月に1回以上実施
□定期点検：圧縮機に用いられる電動機の定格出力
（7.5KW-50KWは3年に一回以上。50KW以上は1年に1回以上）

□漏洩防止処置、修理しないままの充填の原則禁止
□機器の点検/修理、冷媒の充填/回収等の履歴の記録/保存
□フロン類算定漏洩量の一定量以上の国への報告
□機器廃棄時等のフロン類回収の徹底
第一種フロン類委託業者へ委託/料金の支払い

□冷媒フロン類みだり放出禁止

〇

食品リサイクル法
(食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律)

□食品廃棄物多量発生事業者(食品廃棄物を100トン／年以上発生す

る食品関連事業者)は毎年６月末までに定期報告をする義務がある
〇

容器包装リサイクル法
(容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進に関する法律)

□特定容器を用いた商品の販売記録の保存
□容器包装に係る分別収集の徹底

〇

Ⅷ．環境関連法規等の遵守状況の評価の確認

⑴当社に関する主な法規

弊社が法的義務を受ける主な環境関連法規は以下の通りです。

⑵違反、訴訟等
過去３年間、一度も上記の法規に関する違法／訴訟はありません。
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Ⅸ．代表者による全体評価と見直しの結果

≪ 対 象 範 囲 : 2022年4月-2023年3月 ≫

2022年度の1年間、エコアクション２１に対し会社
全体として取り組んだ結果。

電力/LPG/ガソリンの使用量については目標に達成す
ることができました。軽油については、コロナ過の
影響が収束し、業務の量が増えたことによって前年
度より軽油の使用量が増えてしまいました。

しかしながら、エコドライブや走行ルートの見直
しをさらに徹底し、環境に配慮した車両の導入を進
め、目標に向け活動していきます。

そして、引き続きPDCAを活かし社員一人一人が環
境に配慮した業務の進め方を認識し、習慣化するこ
とが重要である。
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